
紀宝町役場企画調整課
〒519-5701　三重県南牟婁郡紀宝町鵜殿 324
TEL/0735-33-0334　FAX/0735-32-1102
https://www.town.kiho. lg. jp/



　町は昭和63（1988）年、全国の市町村で初となる「ウ
ミガメ保護条例」を制定。ウミガメ保護監視員による海
岸パトロールのほか、小学生による保護活動への参加な
ど、「ウミガメ保護」という紀宝町ならではの取り組み
を通して、町民一人ひとりに、環境保全の大切さを呼
びかけています。

　道の駅「紀宝町ウミガメ公園」は、ウ
ミガメの保護啓発活動の拠点となってお
り、ウミガメの生態を学んだり、オサガ
メのはく製などを見学することができ
ます。また、物産館では、地元で採れ
た新鮮な農産物や海産物、お土産など
特産品の販売のほか、２階のレストラ
ンでは地元の料理が食べられます。

　道の駅「紀宝町ウミガメ公園」は、ウ
ミガメの保護啓発活動の拠点となってお
り、ウミガメの生態を学んだり、オサガ
メのはく製などを見学することができ
ます。また、物産館では、地元で採れ
た新鮮な農産物や海産物、お土産など
特産品の販売のほか、２階のレストラ
ンでは地元の料理が食べられます。

　紀宝町の七里御浜海岸には、5 月下旬から 8 月上旬
にかけてアカウミガメが産卵にやってきます。町では、
ウミガメが安心して産卵できるよう、また、産み落と
された命を大切に守るため、「紀宝町ウミガメ保護条
例」を制定し、ウミガメ保護監視員による保護活動や
道の駅「紀宝町ウミガメ公園」を通じた保護啓発活動
を行い、環境保全の大切さを訴えています。

1、2.プールで泳ぐウミガ
メやさまざまな海の生き
物を間近で観察できる。
3.物産館では地域の特産
品を販売。

■ 営業時間・休業日など
ふれあいパーク / 9:00 ～18:00（年中無休）
入館料 / 無料
物産館 / 11月～2 月  8:30 ～18:00（年中無休）
　　　　3 月～10 月  8:30 ～19:00（年中無休）

■ 問い合わせ先
道の駅「紀宝町ウミガメ公園」
〒519-5711 三重県南牟婁郡紀宝町井田 568 番地７
ふれあいパーク　TEL/ 0735-32-3686
物産館　TEL/ 0735-33-0300  FAX/ 0735-33-0301

ウミガメの保護活動
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　平成16年 7月に「紀伊山地の霊場と参詣道」とし
て世界遺産に登録された熊野古道。
　熊野古道は、熊野三山である「熊野本宮大社」、「熊
野速玉大社」、「熊野那智大社」へ参るための道で、
代表的なルートとしては、紀伊半島の西岸を通行
する「紀路（紀伊路）」、東岸を通行する「伊勢路」が
あります。熊野三山への参拝は、10 世紀前半から
始まり、15 世紀ごろまで盛んに行われており、あこ
がれの地・熊野を目指して多数の参詣者が列をなし

て進んだことから、「蟻の熊野詣」と形容されるほ
どでした。深い緑や道端にたたずむ史跡など、熊野
古道は今もなお、訪れる人に癒しとロマンを与えて
くれます。
　紀宝町にも、熊野古道の一部として世界遺産に登
録されたところが 3 か所存在します。熊野速玉大社
の境内の一部である「御船島」、世界で初めて川自体
が世界遺産登録された「熊野川」、弓なりに約18㎞に
わたって広がる海岸「七里御浜」です。

熊野本宮大社から河口部に
位置する熊野速玉大社まで
の約34 kmが世界遺産に含ま
れる。中辺路を通り熊野三
山を参詣する場合には、舟
運によって往復することが
多く、「川の参詣道」として
貴重な世界遺産。

熊野川
くまの が わ

熊野速玉大社の境内
の一部。毎年行われ
る熊野速玉大社の例
大祭「御船祭」のと
きには、諸手船、神幸
船、早船が三度この
島を廻ることから御
船島と呼ばれる。

御船島
みふね じ ま
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平坦な砂礫の海岸で、熊野
速玉大社へ向かう参詣道と
して19 世紀後半まで利用さ
れていた。弓なりに約18 km
にわたって広がる景観は、熊
野参詣道伊勢路第一の景勝
の地として親しまれている。

七里御浜
しちり み は ま
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自動車などの交通手段がないこ
ろ、熊野川の急流に負けず、旅
人や生活物資を運んだ伝統的な
川舟。3枚の帆を掲げ、風をとら
えて進む特徴的な川舟で、現在
は、「熊野川体感塾」が実施する
遊覧体験で熊野川の川下りを楽
しむことができます。

海からきた観音様として言い伝えの残る本尊は鎌倉時代
の作といわれています。昔から「厄落とし」の観音とし
て有名で、戦前は厄年の男女が厄払いに訪れにぎわいま
した。今でも近くの巡礼坂が当時の賑わいを思い出させ
てくれます。町有形文化財。

井田井田観音

３枚の帆を持つ伝統舟を持つ伝統舟

三反帆三反帆 さんだんぼ

いだかんのん

自然岩の岩窟を御神体とする神
社。樹叢（じゅそう）は県の天
然記念物に指定されています。
別名「子安の宮」とも呼ばれ、
全国から安産祈願に訪れてお
り、無事に出産を終えた方々が
持参した子供のよだれ掛けが境
内に奉納されています。

毎年 8 月 16 日の夜、平尾井薬師で奉祀（ほうし）される伝統的な踊り。
境内は、威勢のよい掛け声と太鼓の音色に包まれ、踊り子たちは、「く
どき」と呼ばれる唄に合わせて、器用に日の丸の扇子を回しながら、
優雅に舞い踊ります。町無形民俗文化財。

平尾井踊り平尾井踊り

安産の神様として有名安産の神様として有名

神内神社神内神社 こうのうち
じんじゃ

ひらおいやくし

11世紀に白河法皇が熊野三山へ御
幸された際に勅願（ちょくがん）し
建立された薬師堂。本尊の薬師如
来像は熊野三仏の一つで首から上の
病にご利益があるといわれ、今でも
多くの人々が樹齢数百年の大木が
並ぶ本堂まで続く長い参道を通って
参拝に訪れます。

平尾井薬師平尾井薬師

紀宝町の歴史と文化
H i s t o r y  a n d  C u l t u r eH i s t o r y  a n d  C u l t u r e

井田観音盆踊井田観音盆踊り（ほうき踊り（ほうき踊り）

毎年 8月9日に井田観音境内で踊られている伝統的な踊
り。「ぼうず」と呼
ばれるほうきのよ
うなもので、水田
の害虫を掃きだし
た様子から生まれ
たとされ、ほうき
を使ったとても珍
しい踊りです。
町無形民俗文化財。
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今から7～800年前、熊野水軍が活躍していたころ
にこの地を治めた鵜殿氏の築城趾。小高い丘の頂上
に、周囲を土で土手状に積み上げ、中が窪地になっ
ている掻上式土塁（かきあげしきどるい）という方
法で作られ中世山城の特徴をよく残しています。

うどのじょうし鵜殿城趾

室町時代に新宮城主堀内氏善が築城したとされて
いる城跡。山城としては全国的に希少な石垣づく
りの城壁も築かれていたことから、かなりの規模
と威容を誇る城であったと考えられていますが、
文献は少なく、多くの謎に満ちた城跡です。

みやこのじょうせき京城跡
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熊野速玉大社例大祭の御
船祭りで見ることができ
る全長13.4ｍ、肩幅 2.1ｍ
の船。この地方の捕鯨船
の祖形となったと伝えら
れています。県有形民俗
文化財。

諸手船 もろとぶね

早船競漕

うどのじんじゃ かじはなおうじごんげんあと
烏止野神社 加持鼻王子権現跡

きねがたにしゃ
貴祢谷社

明治40年に鵜殿地区に散在して
いた祠堂（しどう）がここに合祀
されました。烏止野神社を取り囲
む2,604平方メートルの宮の森は、
多種多様の草樹が自生する珍しい
暖帯林で町の天然記念物に指定さ
れています。

かつて熊野古道の伊勢路にあった
王子（熊野詣の休憩所と遙拝所を
兼ねていた場所）のひとつ。特徴
のある形が印象的ですが、過去に
津波によって 2 度流され、現在は
井田上野口ＪＲガードの近くに移
し祀られています。

諸国を遍歴した熊野神は新宮神
倉（蔵）山にお祀りしましたが、
後にここ貴祢谷にお祀りしまし
た。その後、新宮への移御の時に、
鵜殿諸手船が神船を先導した様
子を再現したのが速玉大社御船
祭といわれています。

昔、熊野川を往来した屋形舟をイメージして木をふんだんに使った外観が目印です。館内には、昔の暮らし
ぶりを伝える民具や農具、埋蔵文化財、産業器具など約 500 点がテーマ別に展示されています。陶芸などが
できるふれあい体験コーナー、茶道やいけばななどに利用できる和室、パネルギャラリーなどがあります。

ふるさと資料館「みどりの里」
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